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副院長

清水　信明

はずかしがらずにぜひ声をかけてください。
　こんにちは、副院長の清水信明です。
　２０１９年秋に新型コロナウイルス感染症がはやりだし、世の中全体に閉塞感
が漂った４年が経過しました。病院全体でもいろいろな制約が設けられ、患者さ
んは家族に面会することもできませんでした。
　昨年春ごろから少しずつこれらの制約は解除され、昨年暮れにはクリスマス演
奏会が開かれ、入院生活に潤いが持たされるようになりました。
　さて、わたくしが当院に来たのは２００１年ですので、すでに２３年が経過し
ようとしています。この間にいろいろなことがありました。
　国内でたびたび起きる災害や海外で起きている悲惨な戦争など、悲しい出来事
がつい脳裏に浮かびますが、医療や医学の発展は目覚ましく、多くの尊い命が救
われつつあります。
　２０００年以降次々に新薬や新たな治療法が登場し、かつて不治の病と言われ
た「がん」も長期にわたって生存可能な病気となってきました。
　治療には、手術、放射線療法、薬物療法などがありますが、それぞれの治療に
もさらに幾種類かの方法があります。数多くの治療選択肢が増えた分、どの治療
を選ぶべきか選択に迷うことが多くなりました。これまで行われた臨床試験や蓄
積された治療結果をもとに治療のガイドライン（指針）が作られています。これ
を参考に医師は、治療方針をたてますが、患者さんの年齢や合併症の有無、アレ
ルギーの有無、生活など、個人個人で持つ背景が違います。
　今は、患者さんと医療者が情報を分かち合って、理解を深めたうえで治療方針
を決めていく時代になりました。これをShared Decision Making （シェアード・
ディシジョン・メイキング)といいます。とはいえ、どの治療法にせよ、多くの患
者さんには、なじみがうすく、医師から「ご自分で選んでください。」と言われ
ても、どの治療を選ぶのがよいかお困りのことと思います。医師の丁寧な説明は
必要ですが、なじみのない医学用語が出てくるので、容易に理解できるものでは
ありません。
　患者さんの理解の助けになるのが、インターネットや、書物、テレビなどから
の情報ですが、情報量が多すぎたり、情報を発信している人の考えが偏っていた
りすると、どれが適切な情報か判別が難しくなります。
　まずは、医師によく聞いてみてください。一度で理解できなければ日をあらた
めて聞いてみるのもよいでしょう。また、医師の前では言えなかったことがあれ
ば、看護師さんや１階にある「がん相談支援センター」で伝えていただけれ
ば、後ほど医師にそのことを伝えていただくことができます。
　ご自分の治療が納得のいくものであるように、「わからないことがあれば、は
ずかしがらずにぜひ声をかけてください。」
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入院受付入院受付

お薬についてお薬について

　入院支援センターは、2023 年 4 月に外来
から独立しました。入院支援センターは、入
院前に検査や治療についての説明や持参薬の
確認等を過不足なく行うと共に、患者さんの
不安や疑問を解消することで、安心・安全な
入院生活を送れるよう、支援しています。また、
入院前から患者さんと関わり、退院後の生活を見据えて患者さんの身体的・社会的、精
神的支援の必要性を確認しています。退院後も患者さんが住み慣れた地域で安心して生
活が送れるよう、多職種で情報を共有し、連携して活動しています。入院や退院後の生
活に不安がある場合などは、ご相談下さい。

　入院受付では、「入院のしおり」
の内容（①入院の手続き、②入院
中の生活について、③入院費につ
いて、③退院、④その他）の説明や、
入院時間の案内などを行っていま
す。また、レンタルパジャマの案
内も行っていますので、利用を希
望する方はお申し出下さい。

　治療や手術によっては、飲んでいるお薬
の中止が必要な場合があります。入院前に
現在内服しているお薬を全て確認させて頂
き（お薬手帳と薬の実物で確認）、中止が必
要なお薬がある場合には、お渡しする封筒
の表と、薬袋に「中止薬あり」のシールを
貼らせて頂いています。もし、お薬の中止
ができていない場合は、治療や手術が延期
となる場合もありますので、ご注意下さい。
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クリスマスコンサート
　2023 年 12 月 19 日（火）、２階
外来の待合場所で患者サービス向上
ワーキンググループ主催のクリスマ
スコンサートを開催しました。コロ
ナ禍となった 2019 年以降、このよ
うに大勢の人が集まるイベントは開
催できなかったので、久しぶりのイ
ベントになりました。
　今回はゲストにバイオリニストと
ピアニストを招き、アンコールを含
め 9 曲の演奏を行って頂きました。
患者さんや家族が約 70 名、職員な
ど関係者が約 30 名参加し、会場は
演奏を楽しむ多くの人の笑顔で溢れ
ました。

新型コロナウイルス
感染症対策への貢献で
感謝状をいただきました

当院院長（左）と太田保健福祉事務所長（右）

　当院の感染症対策への協力に対して、
群馬県から感謝状が贈呈されました。
　１階ホールの公衆電話スペースの右
手側に掲示しておりますので、ぜひご
覧ください。

中学生職場体験学習中学生職場体験学習

薬剤部で実習中の学生さん達の様子

　令和 5 年 9 月に、地域の中学生の職場体験学
習を受け入れました。
　病棟のスタッフステーションで看護師業務を
見ていただいたほか、放射線科ではサンプルデー
タを用いて画像の３ D 合成作業を、薬剤部では
模擬調剤体験をしていただきました。
  手術室体験では、術衣着用や手洗い体験でし
たが、緊張した面持ちで向かった中学生が、終
了後は「すごく面白かった」と、明るい雰囲気
で戻ってきたのが印象的でした。

演奏後に患者さんから
感謝を込めて花束贈呈を

行いました

演奏後に患者さんから
感謝を込めて花束贈呈を

行いました
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大豆インキを使用しています

診療予約 ＊初診、再診ともに予約制です。

●初診紹介予約制について
当センターは「完全紹介予約制」です。初めて受診される方はあらか
じめ電話で診療日時の予約をしていただき、診療当日は必ず主治医の
紹介状（診療情報提供書）をお持ちください。また、再来の方も予約
制となっておりますので、事前に予約をおとりください。

●がん検診について

0276-38-0762予約専用電話
0276-60-0615連携室 FAX

当センターでは、がんの検診（一次検診）は行っておりません。市町
村の検診や人間ドックをご利用ください。検診で異常を指摘された方
の診療は行っております。

電話受付時間／平　日：午前 9時～午後 5時
　　　　　　　土曜日：午前 9時～午後 1時

休診日／土・日曜日、祝日、年末年始

※ただし、診療を希望される前日の午後 1時までに連絡してください。
　また、土曜日は初診予約のみの方になります。
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外来診療のご案内（外来担当医一覧表） 令和6年3月1日現在

金木水火月区　　　　　　分

内　科

第 一 外 来

第 二 外 来

放 射 線 科

外　科

消　化　器

血　　　液

呼　吸　器

消　化　器

乳　　　腺

呼　吸　器

形　　　成

入　沢　寛　之村　山　佳予子村　山　佳予子

保　坂　尚　志
木　村　浩一郎
保　坂　尚　志
（午後新患）

村　山　佳予子
村　田　直　哉

入　沢　寛　之
村　田　直　哉

 遠　藤　哲　史
呼吸器内科医師
（午後新患）

呼吸器内科医師
（午前新患）
第二外来

血液内科医師（午後新患） 血液内科医師（午後新患） 血液内科医師（午前新患）

増　渕　　　健

　尾 嶋　仁（新患）
榎　田　泰　明
渡　辺　　　亮
高　田　考　大
鈴　木　雅　貴

尾　嶋　　　仁
榎　田　泰　明
高　田　考　大
鈴　木　雅　貴

柳　田　康　弘
宮　本　健　志

廣　瀬　太　郎廣　瀬　太　郎

骨軟部腫瘍 柳　川　天　志

（リンパ浮腫） リンパ治療・指導 リンパ治療・指導 リンパ診断
（ストーマ外来）

婦　 人　 科

歯科口腔外科

頭　 頸 　科

麻　 酔 　科

泌 尿 器 科

精神腫瘍科

放　射　線

午前／ストーマ外来 午前／ストーマ外来 午前／ストーマ外来

中　村　和　人
山　下　宗　一
木　暮　圭　子
西　村　俊　夫

名　生　邦　彦

清　水　祐　理

麻 酔 科 医 師

清　水　信　明

蓮　見　　　勝

北　本　佳　住
村 田 真 澄（新患）
岡　﨑　祥　平

北　本　佳　住
村　田　真　澄
岡　﨑　祥　平

北　本　佳　住
村　田　真　澄
岡　﨑　祥　平

北　本　佳　住
村　田　真　澄
岡 﨑 祥 平（新患）

北 本 佳 住（新患）
村　田　真　澄
岡　﨑　祥　平

腫 瘍 内 科 腫 瘍 内 科 荒　木　和　浩荒　木　和　浩

清　水　信　明
蓮　見　　　勝
村　松　和　道

清　水　信　明
村　松　和　道

泌尿器科医師
（午後／新患のみ）

清　水　信　明
蓮　見　　　勝

泌尿器科医師
（午後／新患のみ）

麻 酔 科 医 師 （午前／術前診察）

名　生　邦　彦名　生　邦　彦名　生　邦　彦
清　水　祐　理
  (午前／新患のみ）

中　村　和　人
山　下　宗　一
木　暮　圭　子
西　村　俊　夫

村　上　　　忠

中　村　和　人

清　水　祐　理

中　村　和　人
山　下　宗　一
木　暮　圭　子
西　村　俊　夫

田　嶋　公　平
尾　林　　　海

柳　川　天　志
（午前のみ）

乳腺科医師
柳　田　康　弘
藤　澤　知　巳
宮　本　健　志
青　木　麻　由

柳　田　康　弘
藤　澤　知　巳
宮　本　健　志
青　木　麻　由

尾　嶋　　　仁
榎　田　泰　明
渡　辺　　　亮
高　田　考　大
鈴　木　雅　貴

増　渕　　　雄

保　坂　尚　志

（新患のみ） （遺伝）
乳腺科医師
（新患のみ）

（午後新患）

田　嶋　公　平
尾　林　　　海
（午後新患）

※緩和ケア外来の受診を希望される方は“がん相談支援センター”へお問い合わせください。直通電話：0276－60－0679
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